IEE-SPC, EE, WPT合同研究会　特別企画
◆ 『ワイヤレス給電パワーマネージメントQ＆A討議』 アンケート ◆
○ワイヤレス給電パワーマネージメントQ＆A討議について

　　開催日時：2013年7月25日（木）　15:00～17:00
　　会場：機械振興会館 地下3階研修1号室

　　概要：無線電力伝送(WPT)に関わる各方面の研究者、技術者が一同に会して、WPTでの用語、定義、技術等に

ついて情報や意見を交換します。WPTに対する相互理解を図り、協調、連携を促進することを狙って、

自由なディスカッションを企画します。


具体的には、公開質問状などを討論テーマとして、研究者、開発者の方々から自由にご意見を頂き、

各技術分野における考え方、期待技術、慣用句などを紹介し合い、今後の方向を描くフリーな議論を

しよう！という企画です。
○本アンケートについて

　　目的：討議開催にあたり、事前に広くご意見を集めさせていただきます。是非ご協力ください。
　　回答方法：本様式に記入の上、 wpt+questionnaire@mail.ieice.org 宛てお送りください。

　　回答期限：7月18日とさせていただきます。

　　　　※お寄せいただいたアンケートは討論の参考にさせて頂きますが、準備や時間の都合上、すべてのご意見を
　　　　　　ご紹介できないこともありますので、その点ご承知おきください。
お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	質問
	意見記入欄
	備考

	1
	効率ってどこの効率？
伝送効率と電力効率は違う？
	
	

	2
	共鳴と共振は違うの？
何が共鳴する？
	
	

	3
	無線の信号伝送と電力供給はどう違うの？
	
	

	4
	電力源はどうする？
どのように振る舞うの？
	
	

	5
	分野ごとに用語が違っているのでは？
	
	

	6
	通信用の50Ω系の電源（発振装置）は、無線給電で使える？
	
	

	7
	ワイヤレス給電でインピーダンス整合は使える？
	
	

	8
	電力供給部分の出力インピーダンスはどのように定義すればよいか？
その測定方法は？
	
	

	9
	その他
＊ご意見を自由にご記入下さい。
	
	


記入例

お名前　　○○　○○　　　ご所属　　　△△△△△　　　　　　　　　　　　
	
	質問
	意見記入欄
	備考

	1
	効率ってどこの効率？
伝送効率と電力効率は違う？
	・（電力効率）=（電気機器の消費電力）/（電力供給源からの有効電力）。
・（部分電力効率）=（ある部分の出力電力）/（ある部分の入力電力）。
・（伝送電力）=（無線出口での電力）/（無線入口での電力）。
・（伝送電力）= |S21|2/(1-|S11|2)。
	【発電所からの電力の流れ】
・火力発電所27万5000V→超高圧変電所15万4000V
→一次変電所7万7000V→二次変電所→配電用変電所→柱上変圧器AC100V/200V（一次側）
→電気機器（二次側）3.3V、5V、12V、24V、200Vなど。

	2
	共鳴と共振は違うの？
何が共鳴する？
	・回路では「共振回路」など「共振」が一般的になっている。
・物理学では「音響共鳴」など「共鳴」が一般的になっている。エネルギーが2つの形態を交互に振動する現象を共鳴としている。
・送電共振回路と受電共振回路が物理的に空間を隔てて相互に作用することを「共鳴」と言いたい。
・「電界」と「磁界」とが共鳴すると言いたい。
・物理としては同じ現象を別な言葉で言うこと無意味と思う。
・各技術分野の慣例的な用語を尊重したい。
・「共振」か「共鳴」かという論争は学問的ではなく好みと思う。
	・共鳴とは、物理的な系がある特定の周期で働きかけを受けた場合に、その系がある特徴的な振る舞いを見せる現象をいう。特定の周期は対象とする系ごとに異なり、その逆数を固有振動数とよぶ。
・共振は、エネルギーを有する系が外部から与えられた刺激により固有振動を起こすことである。共鳴と同じ原理に基づく現象である。
・物理現象としての共鳴・共振は主にResonanceの訳語であり物理学では共鳴、電気を始め工学的分野では共振ということが多い。

	3
	無線の信号伝送と電力供給はどう違うの？
	・無線信号伝送（送信）の主目的は、発信装置を用いて信号を伝えること。電圧波形の伝送が重要である。
・無線電力供給（送電）の主目的は、電気機器に電力を供給すること。電気エネルギーの伝送が重要である。波形は送電回路設計に必要となる。
	

	4
	電力源はどうする？
どのように振る舞うの？
	①商用交流電源・・・変動する負荷（消費電力）に対して一定の商用周波数（50Hz/60Hz）と一定振幅の電圧を供給する。
②通信用電源・・・固定の負荷インピーダンスに電圧信号を伝えるように設計される。50Ω系が多い。
③直流電源・・・変動する負荷（消費電力）に対して一定の直流電圧を供給するように設計され、電力が制御される。DC-DCコンバータなど。
④特定用途高周波電源・・・特定の負荷インピーダンスに特定周波数の交流電力を供給するように設計される。出力電力や消費電力などが制御される。インバータランプ、IHヒーターなど。
	・電源は、電力供給の源。さまざまな段階での「源」が電源と呼ばれる。
・発電所（発電機）から商用電力網を通じて供給される電力を商用電源と呼ぶ。
・定電圧源・・・負荷に依らず一定電圧を供給する。
・定電流源・・・負荷に依らず一定電流を供給する。
・交流電圧源・・・負荷に依らず一定周波数の正弦波電圧を供給する。
・交流電流源・・・負荷に依らず一定周波数の正弦波電流を供給する。

	5
	分野ごとに用語が違っているのでは？
	・消費電力、有効電力、無効電力、入射電力、透過電力、反射電力、有能電力、結合係数、入力、出力、Q値（無負荷Q、外部Q）、共振器など・・・。
	・共振の特性を表す無次元量としてQ値が用いられる。値が大きいほどエネルギーの分散が小さく、狭い振動数の帯域で共振する。

	6
	通信用の50Ω系の電源（発振装置）は、無線給電で使える？
	・電力を扱う発振装置での電力損失、発熱が大きいと使えない。
・エネルギーハーベスティングなど小電力（μW、mW）では使えるかも。
	

	7
	ワイヤレス給電でインピーダンス整合は使える？
	・無線部分に対する入力インピーダンスと出力インピーダンスが特定されないため有用度は低い。
	・インピーダンス整合とは、電気信号の伝送路では、送り出し側回路の出力インピーダンス（特性インピーダンス）と、受け側回路の入力インピーダンス（特性インピーダンス）を合わせること、あるいは増幅素子の直線許容動作領域内で最大出力を得る負荷線を選択すること。
・伝送路内での電気信号の反射損失を防ぎ、正確な伝送を可能としたり、最大入力を取り出すために、伝送回路を設計する際に考慮される。

	8
	電力供給部分の出力インピーダンスはどのように定義すればよいか？
その測定方法は？
	・ワイヤレス給電においては、電力供給部分（送電部分）の構成が様々であるため、出力インピーダンスを一般的に定義することはできない。
・出力インピーダンスの定義や測定方法は、今後の課題。
	

	9
	その他
＊ご意見を自由にご記入下さい。
	
	


